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MEスコア記す）とした。本研究では，平均点（ 28.5点）以上を朝型傾向群（n = 24），未満を
夜型傾向群（n = 17）として各項目を比較した。  
 
【結果】  
夜型傾向群では，朝型傾向群と比べて平日（ p < 0.001）と休日（p = 0.002）の起床時刻が有
意に遅く，心拍数が有意に高く（p = 0.046），胃運動では強さを示す正常波パワーに差はなか









































活動が有意に低かった（2,727 ± 308 vs. 4,455 ± 667 ms 2，p = 0.030）。加えて，平日の就寝時刻
の遅延と（p = 0.035），休日の起床時刻の遅延も認められた（p = 0.022）。長時間群は，心拍数







































男子では，睡眠時間（403 ± 10分 )と心臓自律神経活動指標のうちの総自律神経活動と交感
神経活動に他の変数とは独立して有意な正の関連（Total: 標準化回帰係数  [β] = 0.48, p = 0.003, 
VLF: β = 0.45, p = 0.006, LF: β = 0.48, p = 0.003）が認められた。女子では，睡眠時間（ 365 ± 7
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